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前
言

　

劉
歆
の
「
移
書
譲
太
常
博
士（

（
（

」（『
漢
書
』
楚
元
王
伝
附
劉
歆
伝
所
引
。
以
下
、「
移
書
」
と
称
す
る
）
は
、
劉
歆
が
父
と
と
も
に
従
事
し
た
校
書
事
業
の
成
果

と
も
相
俟
っ
て
以
後
の
経
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
、
中
国
学
術
史
に
お
け
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

　

先
行
研
究
で
は
、
そ
の
目
的
や
動
機
が
問
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が（

（
（

、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
を
問
う
こ
と
は
せ
ず
、
い
か
な
る
理
論
に
よ
っ
て
古
文
の
正
当
性
を
主

訴
し
て
い
る
の
か
を
問
う（

（
（

。
そ
の
新
た
な
方
法
と
し
て
、「
移
書
」
に
先
立
っ
て
書
か
れ
た
学
術
史
で
あ
る
『
史
記
』
儒
林
列
伝
冒
頭
部
分
と
の
比
較
を
行
う
。

こ
の
よ
う
な
方
法
を
採
る
の
は
、
両
書
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
者
の
理
論
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
、

『
漢
書
』
と
の
照
合
は
避
け
、
そ
の
参
看
は
最
小
限
に
留
め
る
こ
と
に
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、『
漢
書
』
に
は
「
移
書
」
に
基
づ
い
て
叙
述
し
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
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二
八

る
部
分
が
散
見
す
る
か
ら
で
あ
る
。『
漢
書
』
と
照
合
し
な
が
ら
、
そ
の
叙
述
が
「
移
書
」
の
影
響
に
よ
る
可
能
性
を
一
々
指
摘
し
て
い
て
は
、
行
論
の
焦
点
が

定
ま
ら
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る（

（
（

。
か
つ
、『
漢
書
』
が
「
移
書
」
に
遅
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、『
漢
書
』
を
資
料
と
し
て
用
い
な
い
こ
と
が
行
論
の
欠
陥
に
な
る

わ
け
で
も
な
い
。
な
お
、『
漢
書
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
の
藝
文
志
は
劉
歆
『
七
略
』
を
用
い
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
余
嘉
錫
『
目
録
学
発
微
』

が
論
じ
て
い
る
。
余
は
、
藝
文
志
と
「
移
書
」
の
共
通
点
を
指
摘
し
、
両
書
は
同
じ
作
者
の
手
に
な
る
が
、
そ
の
目
的
や
読
者
に
合
わ
せ
て
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
と
述
べ
て
い
る（

（
（

。
本
稿
で
は
、『
七
略
』
と
「
移
書
」
と
の
性
質
の
相
違
に
鑑
み
、「
移
書
」
の
み
を
対
象
と
し
、
そ
こ
に
内
在
す
る
理
論
を
探
求
す
る
こ
と
を

徹
底
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

　

そ
の
結
果
得
ら
れ
た
の
は
、「
移
書
」
は
現
実
を
超
越
す
る
た
め
に
、
皇
帝
権
力
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
に
古
文
経
典
の
正
当
性
を
位
置
付
け
た
と
い
う
理
解
で

あ
る
。

　
　
　

一
、『
史
記
』
儒
林
列
伝
と
の
対
比

　
「
移
書
」に
は
学
術
史
に
相
当
す
る
叙
述
が
あ
る
が
、学
術
の
沿
革
を
述
べ
た
先
行
資
料
と
し
て
は『
史
記
』儒
林
列
伝
の
冒
頭
部
分
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

関
口
順
氏
は
、
武
帝
建
元
五
年
〔
前
一
三
六
〕
に
「
五
つ
の
経
の
博
士
」
が
置
か
れ
た
こ
と
（『
漢
書
』
武
帝
紀
）
に
関
し
て
、

　
　

�

司
馬
遷
の
『
史
記
』
儒
林
伝
は
、
ま
さ
に
制
度
改
変
後
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
の
博
士
を
叙
述
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

現
在
の
時
点
で
な
く
、
武
帝
の
こ
ろ
の
時
点
を
前
提
に
考
え
る
と
、
こ
れ
は
史
家
と
し
て
か
な
り
の
洞
察
力
と
見
識
を
示
す
叙
述
だ
と
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。

と
述
べ
る（

（
（

。
関
口
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
史
記
』
儒
林
列
伝
は
、
叙
述
の
最
終
時
点
に
あ
た
る
現
在
（
武
帝
期
）
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
を
学
び
伝
え
て
き

た
人
々
を
「
儒
林
」
と
い
う
一
群
と
し
て
認
識
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
儒
林
列
伝
と
「
移
書
」
と
を
比
較
す
る
に
あ
た
り
、
踏
ま
え
て
お
く
点
を
挙
げ
て
お
く
。
ま
ず
、
儒
林
列
伝
か
ら
「
移
書
」
ま
で
に
は
約
八
十
五
年

の
隔
た
り
が
あ
り
、
そ
の
間
に
儒
学
は
振
興
し
、
学
習
者
も
大
幅
に
増
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
移
書
」
と
『
史
記
』
儒
林
列
伝
と
の
違
い
に
は
、

書
か
れ
た
時
代
背
景
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
根
本
的
な
違
い
を
一
点
確
認
し
て
お
く
。
そ
れ
は
叙
述
の
対
象
で
あ
り
、「
移
書
」
は
書
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二
九

物
を
、
儒
林
列
伝
は
儒
者
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
哀
帝
建
平
元
年（

（
（

〔
前
六
〕
に
書
か
れ
た
「
移
書
」
は
、「
左
氏
春
秋
及
び
毛
詩
・
逸
禮
・
古
文
尚

書
を
建
立
し
皆
学
官
に
列
せ
ん
と
欲
し
」
た
も
の
の
、
博
士
達
が
「
置
対
」
し
な
か
っ
た
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り（

（
（

（『
漢
書
』
劉
歆
伝
）、
劉
歆
た
ち
が
テ

キ
ス
ト
と
し
て
評
価
す
る
書
物
を
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、『
史
記
』
儒
林
列
伝
は
儒
者
と
い
う
学
習
者
の
群
像
を
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
対
象
の

違
い
も
、「
移
書
」
を
読
む
に
あ
た
っ
て
考
慮
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　

以
下
に
両
者
に
共
通
す
る
時
代
で
あ
る
武
帝
期
ま
で
の
部
分
を
対
比
さ
せ
た
表（

（
（

を
用
い
て
、
両
者
の
要
点
や
異
同
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

番
号
『
史
記
』
儒
林
列
伝

移
書
譲
太
常
博
士

【1】

太
史
公
曰
、
余
読
功
令
、
至
於
広
厲
学
官
之
路
、
未
嘗
不
廃
書
而
歎
也
。

昔
唐
虞
既
衰
、
而
三
代
迭
興
、
聖
帝
明
王
、
累
起
相
襲
、
其
道
甚
著
。

【2】

嗟
乎
、
夫
周
室
衰
而
関
雎
作
、
幽
厲
微
而
礼
楽
壊
、
諸
侯
恣
行
、
政
由
彊
国
。

故
孔
子
閔
王
路
廃
而
邪
道
興
、
於
是
論
次
詩
書
、
修
起
礼
楽
。
適
斉
聞
韶
、

三
月
不
知
肉
味
。
自
衛
返
魯
、
然
後
楽
正
、
雅
頌
各
得
其
所
。
世
以
混
濁
莫

能
用
、
是
以
仲
尼
干
七
十
余
君
無
所
遇
、
曰
、
苟
有
用
我
者
、
期
月
而
已
矣
、

西
狩
獲
麟
、
曰
、
吾
道
窮
矣
。
故
因
史
記
作
春
秋
、
以
当
王
法
、
以
辞
微
而

指
博
、
後
世
学
者
多
録
焉
。

周
室
既
微
而
礼
楽
不
正
、道
之
難
全
也
如
此
。是
故
孔
子
憂
道
之
不
行
、

歴
国
応
聘
。
自
衛
反
魯
、
然
後
楽
正
、
雅
頌
乃
得
其
所
。
修
易
、
序
書
、

制
作
春
秋
、
以
紀
帝
王
之
道
。

【3】

自
孔
子
卒
後
、
七
十
子
之
徒
散
遊
諸
侯
、
大
者
為
師
傅
卿
相
、
小
者
友
教
士

大
夫
、
或
隠
而
不
見
。
故
子
路
居
衞
、
子
張
居
陳
、
澹
臺
子
羽
居
楚
、
子
夏

居
西
河
、
子
貢
終
於
斉
。
如
田
子
方
・
段
干
木
・
呉
起
・
禽
滑
釐
之
属
、
皆

受
業
於
子
夏
之
倫
、
為
王
者
師
。
是
時
独
魏
文
侯
好
学
。

及
夫
子
没
而
微
言
絶
、
七
十
子
終
而
大
義
乖
。
重
遭
戦
国
、
棄
籩
豆
之

礼
、
理
軍
旅
之
陳
、
孔
氏
之
道
抑
、
而
孫
吳
之
術
興
。

【4】

後
陵
遅
以
至
于
始
皇
、
天
下
竝
争
於
戦
国
、
儒
術
既
絀
焉
、
然
斉
魯
之
間
、

学
者
独
不
廃
也
。

於
威
宣
之
際
、孟
子
荀
卿
之
列
、咸
遵
夫
子
之
業
而
潤
色
之
、以
学
顕
於
当
世
。

及
至
秦
之
季
世
、
焚
詩
書
、
阬
術
士
、
六
蓺
従
此
缺
焉
。

陵
夷
至
于
暴
秦
、
燔
経
書
、
殺
儒
士
、
設
挟
書
之
法
、
行
是
古
之
罪
、

道
術
由
是
遂
滅
。



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
九
巻
（
二
〇
二
一
年
）

三
〇

番
号
『
史
記
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儒
林
列
伝

移
書
譲
太
常
博
士

【5】

陳
渉
之
王
也
、而
魯
諸
儒
持
孔
氏
之
礼
器
往
帰
陳
王
。於
是
孔
甲
為
陳
渉
博
士
、

卒
与
渉
倶
死
。
陳
渉
起
匹
夫
、
驅
瓦
合
適
戍
、
旬
月
以
王
楚
、
不
満
半
歳
竟

滅
亡
、
其
事
至
微
浅
、
然
而
縉
紳
先
生
之
徒
負
孔
子
礼
器
往
委
質
為
臣
者
、

何
也
。
以
秦
焚
其
業
、
積
怨
而
発
憤
于
陳
王
也
。

（
無
）

【6】

及
高
皇
帝
誅
項
籍
、挙
兵
囲
魯
、魯
中
諸
儒
尚
講
誦
習
礼
楽
、弦
歌
之
音
不
絶
、

豈
非
聖
人
之
遺
化
、
好
礼
楽
之
国
哉
。
故
孔
子
在
陳
曰
、
帰
与
帰
与
。
吾
党

之
小
子
狂
簡
、
斐
然
成
章
、
不
知
所
以
裁
之
。
夫
斉
魯
之
間
於
文
学
、
自
古

以
来
、
其
天
性
也
。

故
漢
興
、
然
後
諸
儒
始
得
修
其
経
芸
、
講
習
大
射
郷
飲
之
礼
。
叔
孫
通
作
漢

礼
儀
、
因
為
太
常
、
諸
生
弟
子
共
定
者
、
咸
為
選
首
、
於
是
喟
然
歎
興
於
学
。

然
尚
有
干
戈
、
平
定
四
海
。
亦
未
暇
遑
庠
序
之
事
也
。

漢
興
、
去
聖
帝
明
王
遐
遠
、
仲
尼
之
道
又
絶
、
法
度
無
所
因
襲
。
時
独

有
一
叔
孫
通
略
定
礼
儀
、
天
下
唯
有
易
卜
、
未
有
它
書
。

【7】

孝
恵
呂
后
時
、
公
卿
皆
武
力
有
功
之
臣
。

至
孝
恵
之
世
、
乃
除
挟
書
之
律
、
然
公
卿
大
臣
絳
・
灌
之
属
咸
介
冑
武

夫
、
莫
以
為
意
。

【8】

孝
文
時
頗
徴
用
、
然
孝
文
帝
本
好
刑
名
之
言
。

至
孝
文
皇
帝
、
始
使
掌
故
朝
錯
従
伏
生
受
尚
書
。
尚
書
初
出
于
屋
壁
、

朽
折
散
絶
、
今
其
書
見
在
、
時
師
伝
読
而
已
。
詩
始
萌
牙
。
天
下
衆
書

往
往
頗
出
、
皆
諸
子
伝
説
、
猶
広
立
於
学
官
、
為
置
博
士
。
在
漢
朝
之

儒
、
唯
賈
生
而
已
。

【9】

及
至
孝
景
、
不
任
儒
者
、
而
竇
太
后
又
好
黄
老
之
術
、
故
諸
博
士
具
官
待
問
、

未
有
進
者
。

（
無
）

【10】

及
今
上
即
位
、
趙
綰
・
王
臧
之
属
明
儒
学
、
而
上
亦
郷
之
、
於
是
招
方
正
賢

良
文
学
之
士
。
自
是
之
後
、
言
詩
於
魯
則
申
培
公
、
於
斉
則
轅
固
生
、
於
燕

則
韓
太
傅
。
言
尚
書
自
済
南
伏
生
。
言
礼
自
魯
高
堂
生
。
言
易
自
菑
川
田
生
。

言
春
秋
於
斉
魯
自
胡
毋
生
、
於
趙
自
董
仲
舒
。
及
竇
太
后
崩
、
武
安
侯
田
蚡

為
丞
相
、
絀
黄
老
・
刑
名
百
家
之
言
、
延
文
学
儒
者
数
百
人
、
而
公
孫
弘
以

春
秋
白
衣
為
天
子
三
公
、
封
以
平
津
侯
。
天
下
之
学
士
靡
然
郷
風
矣
。

至
孝
武
皇
帝
、
然
後
鄒
・
魯
・
梁
・
趙
頗
有
詩
・
礼
・
春
秋
先
師
、
皆

起
於
建
元
之
間
。
当
此
之
時
、
一
人
不
能
独
尽
其
経
、
或
為
雅
、
或
為

頌
、
相
合
而
成
。
泰
誓
後
得
、
博
士
集
而
読
之
。
故
詔
書
称
曰
「
礼
壊

楽
崩
、
書
缺
簡
脱
、
朕
甚
閔
焉
。」
時
漢
興
已
七
八
十
年
、
離
於
全
経
、

固
已
遠
矣
。
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一

（
一
）
推
移

　

ま
ず
、
冒
頭
か
ら
孔
子
の
経
書
整
理
の
頃
ま
で
の
叙
述
を
対
応
さ
せ
る
。
表
中
の
【
１
】【
２
】
が
相
当
す
る
。
儒
林
列
伝
は
、
太
史
公
の
個
人
的
な
感
慨
か

ら
始
ま
り
【
１
】、
以
下
具
体
的
に
は
周
室
の
衰
退
と
孔
子
の
経
典
整
備
の
経
緯
を
述
べ
る
【
２
】。
そ
れ
に
対
し
て
、
移
書
は
時
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
堯
舜
か
ら

説
き
起
こ
す
が
、「
聖
帝
明
王
」
に
よ
っ
て
「
道
」
が
「
甚
だ
著
ら
か
」
に
な
っ
た
と
言
う
【
１
】。
こ
の
「
聖
帝
明
王
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
、

劉
歆
「
世
経
」（『
漢
書
』
律
暦
志
下
）
を
見
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
太
昊
帝
か
ら
虞
帝
ま
で
の
八
帝
と
、
夏
殷
周
三
代
の
王
の
数
が
見
え
る
。
当
然
、「
周
凡
そ

三
十
六
王
」（「
世
経
」）
の
す
べ
て
を
含
め
る
も
の
で
は
な
い
し
、
桀
紂
に
代
表
さ
れ
る
暴
君
や
暗
君
を
含
む
も
の
で
は
な
い
。
理
想
的
な
時
代
の
帝
王
を
指
し

て
い
る
と
の
み
考
え
る
。
続
い
て
、「
移
書
」
で
は
儒
林
列
伝
と
同
じ
時
期
の
周
室
の
衰
退
と
孔
子
の
経
典
整
備
に
つ
い
て
述
べ
る
が
【
２
】、
儒
林
列
伝
に
比
べ

る
と
記
述
が
簡
潔
で
あ
る
。
加
え
て
、
そ
の
編
纂
対
象
が
異
な
っ
て
い
る
。
儒
林
列
伝
で
は
「
詩
書
を
論
次
し
、
礼
楽
を
修
起
し
」「
史
記
に
因
り
て
春
秋
を
作
る
」

と
あ
り
、
関
与
の
し
か
た
は
異
な
る
が
「
楽
」
も
含
め
て
五
種
の
経
典
の
名
称
が
見
え
る
。「
移
書
」
は
、「
楽
正
し
く
、
雅
頌
乃
ち
其
の
所
を
得
」「
易
を
修
め
、

書
を
序
し
、
春
秋
を
制
作
す
」
と
あ
り
、
儒
林
列
伝
に
欠
い
て
い
た
「
易
」
に
言
及
す
る
が
、「
礼
」
を
欠
く
。
こ
の
相
違
に
つ
い
て
は
そ
の
理
由
を
見
い
出
せ

な
い
た
め
、
本
稿
で
は
措
い
て
お
く
。
ま
た
、「
移
書
」
で
は
孔
子
に
よ
る
こ
れ
ら
の
再
興
や
文
献
の
整
理
、
制
作
は
、「
帝
王
の
道
を
紀
す
」
も
の
で
あ
る
と
解

説
す
る
。
唐
虞
の
治
世
よ
り
前
か
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
「
帝
王
の
道
」
を
伝
え
る
も
の
が
こ
れ
ら
の
経
典
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
儒
林
列
伝
は
前
述
の
よ

う
に
周
室
の
衰
退
か
ら
始
め
て
い
る
の
で
、
そ
の
「
王
道
」
は
お
そ
ら
く
は
周
の
示
し
た
も
の
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
孔
子
の
死
去
を
分
岐
点
と
す
る
か
の
よ
う
に
、
両
者
が
そ
の
後
記
述
す
る
所
は
異
な
っ
て
ゆ
く
【
３
】。
儒
林
列
伝
は
、「
師
傅
卿
相
」
と
し
て
王
族
に

近
づ
い
た
り
、
士
大
夫
の
友
と
し
て
教
え
た
り
、
あ
る
い
は
隠
棲
し
た
り
、
と
い
っ
た
「
七
十
子
之
徒
」
の
そ
の
後
を
述
べ
る
。
個
々
の
人
名
を
挙
げ
て
い
る
こ

と
か
ら
彼
ら
の
活
躍
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
加
え
て
、
こ
の
頃
に
学
問
好
き
で
あ
っ
た
諸
侯
は
魏
文
侯
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、「
移
書
」
で
は
七
十
子
の
活
躍
に
は
言
及
せ
ず
に
、
孔
子
と
そ
の
弟
子
達
が
亡
く
な
る
と
「
微
言
」「
大
義
」
が
伝
わ
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
、
戦
国
の

世
に
は
「
孔
氏
の
道
」
で
は
な
く
「
孫
呉
の
術
」
が
興
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
七
十
子
を
中
心
に
述
べ
る
儒
林
列
伝
と
、
七
十
子
以
後
を
述
べ
る
「
移
書
」
と
い

う
違
い
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
両
者
が
描
こ
う
と
し
て
い
る
も
の
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。
儒
林
列
伝
は
孔
子
の
学
術
が
伝
え
ら
れ
て
ゆ
く
様
相
を
、

「
移
書
」
は
そ
れ
が
消
え
て
ゆ
く
様
相
を
描
い
て
い
る
と
言
え
る
。

　

次
の
秦
の
段
階
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
【
４
】。
儒
林
列
伝
で
は
始
皇
帝
（
秦
王
政
）
の
代
に
な
っ
て
も
斉
や
魯
で
は
学
業
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
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孟
子
や
荀
子
が
現
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
所
謂
焚
書
坑
儒
に
よ
っ
て
六
藝
が
欠
落
し
た
と
述
べ
る
。
対
し
て
、「
移
書
」
で
は
引
き
続
き
学
習
状
況
は
扱
わ

ず
に
始
皇
帝
の
思
想
統
制
お
よ
び
弾
圧
と
い
う
、
学
術
の
受
難
の
み
を
述
べ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
儒
林
列
伝
に
は
見
え
ず
に
移
書
で
言
及
さ

れ
る
「
挟
書
の
法
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
下
文
で
再
述
す
る
。

　

次
の
儒
林
列
伝
に
の
み
見
え
る
陳
渉
の
件
り
も
、
両
者
の
相
違
を
際
立
た
せ
る
に
十
分
で
あ
る
【
５
】。
儒
林
列
伝
に
書
か
れ
る
の
は
、
陳
渉
の
も
と
に
縉
紳

先
生
が
帰
属
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
秦
の
其
の
業
を
焚
く
を
以
て
、
怨
を
積
み
て
憤
り
を
陳
王
に
発
す
れ
ば
な
り
」
と
説
明
さ
れ
る
。
王
位
の
正
当
性

へ
の
疑
念
よ
り
も
秦
の
行
為
へ
の
憤
り
が
勝
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
移
書
」
は
、
そ
の
よ
う
な
儒
者
の
行
為
を
一
瞥
も
し
な
い
。

　

以
上
の
対
比
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
史
記
』
儒
林
列
伝
と
「
移
書
」
が
描
く
学
術
史
は
、
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
儒
林
列
伝
で
は
、
孔
子
没
後
も
戦
国

と
い
う
時
勢
や
秦
に
よ
る
迫
害
と
い
う
困
難
な
状
況
下
で
連
綿
と
続
い
て
来
た
学
術
の
継
承
が
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
移
書
」
で
は
孔
子
が
没
し
て

七
十
子
も
い
な
く
な
る
と
、
時
代
状
況
ゆ
え
に
「
微
言
」「
大
義
」
そ
し
て
「
道
」
が
継
承
さ
れ
な
く
な
る
様
子
、
学
術
の
衰
退
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

両
書
に
は
継
承
と
断
絶
と
い
う
相
反
す
る
現
象
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
続
い
て
は
漢
代
、
ま
ず
は
高
祖
の
段
階
を
検
討
す
る
【
６
】。
儒
林
列
伝
で
は
、
楚
漢
の
戦
い
の
と
き
に
も
儒
者
が
学
業
を
止
め
ず
、
漢
が
興
る
と
学

習
や
実
習
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
前
段
ま
で
に
同
じ
く
学
術
の
継
承
が
書
か
れ
る
。
ま
た
、
叔
孫
通
が
漢
の
礼
義
を
制
定
し
、
そ
の
功
績
の
お
か
げ
で
弟

子
た
ち
も
取
り
立
て
ら
れ
た
と
い
う
儒
者
の
評
価
を
述
べ
る
。
学
術
が
盛
ん
に
な
り
始
め
る
の
で
あ
る
が
、
学
舎
の
成
立
に
は
至
ら
な
い
と
も
述
べ
る
。
と
こ
ろ

が
、「
移
書
」
で
は
聖
帝
明
王
の
時
代
か
ら
は
遠
く
、
仲
尼
の
道
も
途
切
れ
、
法
度
も
継
承
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
人
物
と
し
て
は
叔
孫
通
の
み
、
書

物
は
「
易
」
の
み
と
い
う
状
況
が
描
か
れ
る
。

　

次
の
恵
帝
の
時
代
は
、
共
通
し
て
い
る
事
柄
と
そ
う
で
な
い
事
柄
が
あ
る
【
７
】。
儒
林
列
伝
、「
移
書
」
と
も
に
臣
下
が
皆
軍
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。

一
方
、
そ
の
違
い
は
、「
移
書
」
で
は
挟
書
律
の
解
除
を
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
に
、
秦
の
「
挟
書
の
法
」
が
「
移
書
」
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目

し
た
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
そ
れ
が
除
か
れ
た
こ
と
を
書
い
て
お
り
、「
移
書
」
で
は
記
述
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
史
記
』
呂
太
后

本
紀
に
は
挟
書
律
に
関
す
る
記
事
は
な
く
、『
史
記
』
の
中
で
は
整
合
性
が
と
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、「
移
書
」
は
挟
書
律
に
言
及
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
文
帝

の
時
に
「
書
」「
詩
」
や
「
諸
子
伝
説
」
が
世
に
出
現
し
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
挟
書
律
の
解
除
が
こ
れ
ら
の
書
物
の
登
場
を
促
し
た
こ
と
を
言
う
た
め

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
は
、
下
文
で
語
ら
れ
る
民
間
の
遺
学
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
、『
史
記
』
は
挟
書
律
に
つ
い
て
記
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さ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
司
馬
遷
が
基
づ
い
た
紀
年
資
料
に
挟
書
律
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
と
、
書
か
れ
て
い
た
が
採

用
し
な
か
っ
た
可
能
性
で
あ
る（
（1
（

。
管
見
で
は
、
い
ず
れ
か
を
判
断
す
る
に
至
る
資
料
は
な
い（
（1
（

。

　

次
に
、
文
帝
の
時
代
の
叙
述
も
異
な
る
【
８
】。
儒
林
列
伝
で
は
儒
者
が
「
頗
る
徴
用
」
さ
れ
た
が
、
文
帝
自
身
は
「
刑
名
の
学
」
を
好
ん
だ
と
述
べ
る
。「
移

書
」
は
、
文
帝
自
身
の
指
向
に
は
触
れ
ず
、『
尚
書
』
や
『
詩
』
が
出
現
し
、
学
習
さ
れ
、「
天
下
の
衆
書
」
が
出
現
し
、
広
く
学
官
に
立
て
ら
れ
た
こ
と
、
し
か

し
な
が
ら
朝
廷
の
儒
学
者
は
賈
誼
の
み
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
儒
林
列
伝
が
文
帝
の
好
み
を
述
べ
る
の
に
対
し
、「
移
書
」
は
書
物
が
出
現
し
始
め
た
こ
と
を

述
べ
て
お
り
、
両
者
は
文
帝
期
の
全
く
異
な
る
側
面
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、「
移
書
」
に
の
み
見
え
る
朝
錯
の
『
尚
書
』
受
業
で
あ
る
が
、
儒
林
列
伝
の

下
文
に
は
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
冒
頭
に
特
記
し
て
い
な
い
だ
け
で
あ
る
と
わ
か
る
。「
移
書
」
が
特
記
す
る
こ
と
と
併
せ
て
、
朝
錯
の
『
尚
書
』
受
業
に
つ

い
て
は
下
文
で
改
め
て
考
察
す
る
。

　

次
い
で
、
景
帝
や
竇
太
后
の
こ
と
を
述
べ
る
の
は
儒
林
列
伝
の
み
で
あ
り
【
９
】、
彼
ら
が
儒
者
を
好
ま
な
か
っ
た
こ
と
を
言
う
。

　

武
帝
期
の
記
述
内
容
も
同
じ
で
は
な
い
【
10
】。
儒
林
列
伝
は
、
武
帝
自
身
が
儒
学
に
興
味
を
持
ち
、
各
経
の
教
師
が
出
現
し
た
こ
と
や
、「
文
学
儒
者
」
が
増

え
た
こ
と
を
述
べ
る
。「
移
書
」
は
、
経
の
教
師
が
い
た
が
一
人
が
全
部
を
理
解
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
泰
誓
篇
も
一
人
で
は
読
め
な
い
状
況
で
、
武
帝
が
詔
書
で

礼
楽
や
書
物
の
欠
落
を
嘆
い
た
こ
と
を
述
べ
る
。
詔
書
の
「
礼
壊
れ
楽
崩
ず
」
と
い
う
言
葉
は（
（1
（

、
儒
林
列
伝
が
記
す
漢
初
の
礼
楽
の
講
習
を
、「
移
書
」
で
は
述

べ
て
い
な
い
こ
と
と
適
合
す
る
【
６
】。「
移
書
」
に
お
い
て
は
、
礼
楽
も
復
興
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
初
の
箇
所
に
同
じ
く
、
帝
王
の
時
代
か
ら
は

遥
か
に
遠
い
こ
と
に
再
び
言
及
す
る
。『
文
選
』
李
善
注
に
、「
韋
昭
曰
、
全
経
、
未
焚
書
之
時
也
」
と
あ
る
が
、「
移
書
」
の
認
識
で
は
焚
書
以
前
に
テ
キ
ス
ト

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
読
め
る
人
は
と
う
の
昔
か
ら
い
な
か
っ
た
と
想
い
が
「
固
よ
り
已
に
遠
し
」
に
表
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
に
述
べ
た
ご
と
く
、
漢
代
に
関
し
て
も
儒
林
列
伝
と
「
移
書
」
の
書
く
様
相
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
儒
林
列
伝
が
書
く
の
は
、
漢
が
興
り
天
下
が
平
定

さ
れ
て
安
心
し
て
学
習
で
き
る
状
況
に
な
っ
た
が
、
時
の
皇
帝
が
儒
学
に
理
解
が
な
か
っ
た
た
め
に
中
央
で
は
儒
者
が
活
躍
す
る
機
会
が
な
く
、
武
帝
が
儒
学
を

評
価
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
学
術
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
沿
革
で
あ
る
。「
移
書
」は
、漢
に
入
っ
て
も
そ
も
そ
も
孔
子
の
伝
え
た
道
は
断
絶
し
て
お
り
、

次
第
に
書
物
を
め
ぐ
る
状
況
が
改
善
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
世
に
出
回
る
テ
キ
ス
ト
は
不
完
全
で
、
正
し
い
テ
キ
ス
ト
が
普
及
し
て
い
な
い
上
に
、
学
ぶ
側
に
は

読
解
力
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
経
典
に
も
学
習
者
に
も
問
題
が
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
儒
林
列
伝
で
は
復
興
へ
の
過
程
が
描
か
れ
て
い
る
の

に
対
し
て
、「
移
書
」
で
は
儒
学
停
滞
の
様
子
が
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。
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な
ぜ
、
こ
こ
ま
で
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
つ
い
て
は
次
節
で
も
継
続
し
て
考
え
る
が
、
こ
の
段
階
で
言
え
る
こ
と
は
、
儒
林
列
伝
の
儒
者
の
学

習
対
象
は
、「
移
書
」
が
説
く
所
の
三
代
が
著
か
に
し
た
「
道
」
を
記
し
た
書
物
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
移
書
」
に
あ
っ
て
は
、
孔

子
没
後
の
早
い
段
階
で
「
微
言
」「
大
義
」
が
失
わ
れ
、
テ
キ
ス
ト
の
伝
承
も
不
明
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
、
こ
こ
ま
で
の
テ
キ
ス
ト
の
不
善
、

学
習
者
の
無
能
、
と
い
う
評
価
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
「
移
書
」
は
こ
の
後
も
続
く
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
文
の
二
で
論
じ
る
。

（
二
）
人
物

　

こ
こ
で
は
、「
移
書
」
が
取
り
上
げ
て
い
る
個
人
に
つ
い
て
考
え
た
い
。「
移
書
」
は
、
儒
林
列
伝
が
述
べ
て
い
る
個
人
の
営
為
の
連
な
り
を
認
め
て
い
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
そ
の
「
移
書
」
に
も
個
人
名
が
見
え
る
。
学
習
者
、
儒
者
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
叔
孫
通
、
朝
錯
（
以
下
、
鼂
錯
の
表
記
に
統
一

す
る
）、
伏
生
、
賈
誼
の
四
名
で
あ
る
。

　

叔
孫
通
【
６
】
を
挙
げ
る
理
由
は
定
か
で
は
な
い
。
叔
孫
通
は
、
儒
林
列
伝
に
も
書
か
れ
て
お
り
、
礼
儀
を
作
成
し
た
と
い
う
点
は
共
通
す
る
。「
移
書
」
で
は
、

漢
が
興
っ
て
も
、
叔
孫
通
が
い
て
、
易
占
の
書
物
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
試
み
に
、「
略
定
」
と
い
う
表
現
に
注
目
す
る
。
こ
の
語
は
、『
史
記
』『
漢
書
』
で
は

土
地
の
略
取
に
関
し
て
用
い
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。『
漢
書
』
で
は
土
地
に
用
い
る
例
の
他
は
、
叔
孫
通
に
の
み
使
う（
（1
（

。
儒
林
列
伝
が
「
漢
の
礼
儀
を
作
る
」
と

述
べ
て
い
る
の
と
比
較
す
る
と
、
移
書
の
こ
の
表
現
に
は
肯
定
的
な
意
味
合
い
が
薄
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
武
帝
の
詔
書
の
「
礼
壊
れ
楽
崩
る
」
の
引
用
を

踏
ま
え
る
と
、
叔
孫
通
の
「
略
定
」
を
経
て
も
礼
楽
は
正
し
い
状
態
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
叔
孫
通
が
経
典
に
沿
っ
て
い

な
い
礼
儀
を
策
定
し
た
と
い
う
含
意
で
、「
略
定
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
そ
れ
で
も
叔
孫
通
の
名
を
記
す
理
由
と
し
て
は

不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

鼂
錯
と
伏
生
【
８
】
は
、
儒
林
列
伝
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
位
置
付
け
の
相
違
が
際
立
つ
。
儒
林
列
伝
で
は
巻
頭
部
分
で
は
な
く
、『
尚
書
』
の

伝
授
過
程
に
記
載
さ
れ
る（
（1
（

が
、
そ
も
そ
も
儒
者
を
書
く
た
め
の
列
伝
で
あ
り
、
そ
の
冒
頭
に
「
申
商
刑
名
」
を
学
ん
だ
鼂
錯
（『
史
記
』
本
伝
）
を
特
記
す
る
必

要
は
な
い
。
儒
林
列
伝
は
『
尚
書
』
の
伝
授
を
伏
生
か
ら
始
め
、
鼂
錯
が
学
ん
だ
そ
の
『
尚
書
』
に
つ
い
て
、

　
　

�

秦
時
焚
書
、
伏
生
壁
蔵
之
、
其
後
兵
大
起
、
流
亡
。
漢
定
、
伏
生
求
其
書
、
亡
数
十
篇
、
独
得
二
十
九
篇
、
即
以
教
于
斉
魯
之
間
。
学
者
由
是
頗
能
言
尚
書
、
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諸
山
東
大
師
無
不
渉
尚
書
以
教
矣
。（
秦
の
時
に
書
物
が
焼
か
れ
た
が
、
伏
生
は
壁
に
隠
し
、
そ
の
後
戦
乱
が
起
き
る
と
他
所
へ
逃
れ
た
。
漢
が
定
ま
る
と

伏
生
は
そ
の
書
物
を
探
し
た
が
、
数
十
篇
は
無
く
な
っ
て
い
て
二
十
九
篇
の
み
が
見
つ
か
り
、
す
ぐ
に
斉
魯
で
教
え
た
。
学
習
者
は
こ
れ
よ
り
『
尚
書
』
を

よ
く
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
山
東
の
大
先
生
た
ち
で
『
尚
書
』
を
無
視
し
て
教
え
る
者
は
い
な
く
な
っ
た
。）

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
不
備
が
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
そ
れ
が
出
現
し
伏
生
が
そ
れ
を
教
授
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
学
習
が
推
進
さ
れ
た
こ
と
を

肯
定
的
に
表
現
し
て
い
る
。
一
方
、「
移
書
」
が
こ
の
事
柄
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
こ
の
『
尚
書
』
が
「
初
め
て
屋
壁
よ
り
出
で
、
朽
折
散
絶
し
、
今
其
の
書
見

在
す
れ
ど
も
、
時
に
師
読
を
伝
ふ
る
の
み
」
で
あ
る
か
ら
、
つ
ま
り
経
典
と
し
て
善
本
で
は
な
く
、
そ
の
読
み
方
も
不
十
分
で
あ
る
と
言
い
た
い
が
た
め
で
あ
ろ

う
。
下
文
に
登
場
す
る
古
文
テ
キ
ス
ト
が
超
克
す
る
対
象
と
し
て
、
こ
こ
で
は
提
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

賈
誼
【
８
】
の
扱
い
も
両
書
で
異
な
る
。
儒
林
列
伝
で
は
、『
尚
書
』
の
師
承
の
中
で
賈
誼
の
孫
で
あ
る
嘉
に
つ
い
て
は
記
述
す
る
が
、
賈
誼
そ
の
人
は
登
場

し
な
い
。
そ
も
そ
も
、『
史
記
』
太
史
公
自
序
の
列
伝
第
七
十
（
即
ち
太
史
公
自
序
）
の
篇
目
に
は
、
漢
初
か
ら
の
百
年
の
文
化
的
復
興
を
述
べ
る
過
程
で
、「
而

賈
生
・
晁
錯
明
申
商
、
公
孫
弘
以
儒
顕
」
と
言
っ
て
い
る
。
申
不
害
は
、『
史
記
』
で
は
老
子
韓
非
列
伝
に
位
置
付
け
ら
れ
て
、「
申
子
之
学
本
於
黄
老
而
主
刑
名
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
商
鞅
も
、「
少
好
刑
名
之
学
」（
商
君
列
伝
）
と
書
か
れ
、
両
者
に
共
通
す
る
要
素
は
「
刑
名
」
で
あ
る
。
よ
っ
て
、『
史
記
』
は
賈
誼
の
こ

と
を
文
帝
が
好
ん
だ
「
刑
名
の
学
」
に
明
る
い
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
司
馬
遷
の
「
申
商
を
明
ら
む
」
と
い
う
評
価
は
、
公
孫
弘
に
対
す
る
「
儒

を
以
て
顕
か
」
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
対
照
的
で
あ
る
と
さ
え
言
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
移
書
」
が
こ
と
さ
ら
「
漢
朝
の
儒
者
は

賈
誼
だ
け
で
あ
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
左
伝
』
の
伝
授
に
関
わ
っ
た
賈
誼
を
取
り
立
て
た
の
だ
と
い
う
見
解

が
あ
る
（
何
焯
『
義
門
読
書
記
』
他
）。
劉
向
『
別
録
』
の
一
文
と
思
わ
れ
る
佚
文
に
「
漢
興
、
張
蒼
・
賈
誼
皆
為
左
氏
訓
」（
荀
悦
『
漢
紀
』
孝
成
皇
帝
紀
二
引
）

と
あ
る
が
、『
史
記
』
に
は
相
当
す
る
文
が
な
い
た
め
、
劉
向
等
の
校
書
事
業
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
『
左
伝
』
の
伝
授
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ

れ
る（
（1
（

。
し
か
し
な
が
ら
、『
左
伝
』
伝
授
に
寄
与
し
た
た
め
に
賈
誼
の
名
を
挙
げ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
張
蒼
で
は
な
く
賈
誼
な
の
か
、
と
い
う
疑
問
も
生
じ
る
。

こ
こ
で
は
『
史
記
』
が
儒
者
扱
い
し
て
い
な
い
賈
誼
を
、「
移
書
」
が
儒
者
と
認
定
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
め
て
お
く（
（1
（

。

　

以
上
の
四
名
の
個
人
に
加
え
て
、
両
書
で
大
き
く
異
な
る
の
は
、
漢
の
皇
帝
の
書
き
方
で
あ
る
。『
史
記
』
儒
林
列
伝
は
、
同
書
本
紀
の
編
成
に
同
じ
く
高
皇
帝
・

孝
恵
呂
后
・
孝
文
・
孝
景
・
今
上
の
五
代（
（1
（

を
余
す
こ
と
な
く
書
き
綴
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
移
書
」
は
「
漢
興
」
と
あ
る
が
高
祖
の
名
は
記
さ
ず
、
呂
后
の
名

も
な
く
、
景
帝
の
記
事
を
欠
い
て
い
る
。
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こ
の
相
違
の
由
っ
て
来
た
る
所
を
考
え
る
に
、
儒
林
列
伝
で
は
皇
帝
と
学
術
と
の
関
係
性
を
叙
述
の
中
心
に
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
高
皇
帝
の
名
の

あ
る
一
文
は
、
皇
帝
と
は
関
係
な
く
魯
の
諸
儒
の
学
習
の
有
様
が
描
か
れ
る
が
、
次
い
で
「
漢
が
興
り
」、
叔
孫
通
が
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
弟
子
た
ち
と
と
も
に

出
世
し
た
こ
と
、
つ
ま
り
皇
帝
が
儒
者
に
一
定
の
評
価
を
与
え
た
こ
と
を
述
べ
る
。
孝
恵
呂
后
・
孝
文
・
孝
景
の
叙
述
に
共
通
す
る
の
は
、
皇
帝
の
周
囲
に
儒
者

が
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。そ
れ
ら
は
当
の
皇
帝
や
皇
室
、近
臣
の
志
向
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。今
上
帝
の
代
に
な
る
と
状
況
が
一
転
し
、「
上
も
亦
之（
儒

学
）
に
郷
」
っ
た
上
に
、「
竇
太
后
崩
じ
」
て
儒
学
の
振
興
を
阻
害
す
る
も
の
が
な
く
な
り
、
儒
者
が
活
躍
し
う
る
状
況
が
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、

儒
林
列
伝
で
は
学
術
と
い
う
も
の
は
皇
帝
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
当
時
の
状
況
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、「
移
書
」
は
す
べ
て
の
皇
帝
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
せ
ず
、
経
典
の
出
現
や
学
習
に
関
わ
っ
た
と
い
う
観
点
か
ら
の
み
叙
述
す
る
。
高
祖
の
名
は

な
く
、
叔
孫
通
の
名
を
挙
げ
る
意
図
は
前
述
の
よ
う
に
明
ら
か
で
は
な
い
。
恵
帝
は
挟
書
律
を
解
除
し
、
後
の
古
文
を
含
む
書
物
の
出
現
を
準
備
し
た
と
言
え
る
。

文
帝
は
、
不
完
全
な
テ
キ
ス
ト
で
は
あ
っ
た
が
、『
尚
書
』
へ
の
関
心
を
示
し
た
。
ま
た
、
朝
廷
に
唯
一
の
儒
者
で
あ
る
賈
誼
を
存
在
さ
せ
た
。
景
帝
の
名
が
な

い
の
は
、
経
典
と
の
接
点
が
見
出
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
武
帝
は
、
礼
楽
の
崩
壊
と
書
物
の
不
備
を
嘆
い
た
。
武
帝
の
嘆
き
は
、
経
典
の
不
全
を
理
解

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
あ
る
と
言
え
る
。
た
だ
、
皇
帝
の
力
が
及
ぶ
の
は
そ
こ
ま
で
で
あ
る
。
経
典
の
出
現
を
将
来
に
準
備
し
て
お
く
か
、
不
備
を
理
解
し
て
対

策
を
講
じ
よ
う
と
す
る
か
に
止
ま
る
。

　

改
め
て
両
書
に
お
け
る
武
帝
の
書
き
方
を
比
べ
た
い
。
儒
林
列
伝
で
は
、
こ
の
後
武
帝
の
詔
に
応
え
て
公
孫
弘
が
登
場
し
て
三
公
の
位
に
上
り
、
そ
れ
以
降
の

儒
学
の
振
興
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
書
き
方
を
し
て
い
る
。
儒
学
の
振
興
に
は
武
帝
自
身
の
力
が
大
き
く
与
っ
て
お
り
、
否
、
武
帝
が
い
た
か
ら
こ
そ
儒
学
が
振

興
し
た
の
で
あ
る
。「
移
書
」
で
は
、
武
帝
は
経
典
の
不
備
を
嘆
い
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
経
学
衰
退
時
代
と
で
も
言
う
よ
う
な
描
写
が
続
く
の
で

あ
る
。儒
林
列
伝
に
お
い
て
武
帝
の
時
代
は
叙
述
の
最
終
地
点
で
あ
り
未
来
へ
と
続
く
現
在
で
も
あ
る
。「
移
書
」に
お
い
て
は
現
在
に
至
る
通
過
点
で
し
か
な
い
。

そ
の
違
い
も
、
両
書
に
お
け
る
武
帝
の
書
き
方
の
相
違
の
背
景
に
あ
ろ
う
。

　

以
上
を
要
す
る
に
、儒
林
列
伝
か
ら
は
漢
の
皇
帝
各
々
の
志
向
の
影
響
を
受
け
て
諸
学
派
が
行
わ
れ
た
り
し
、ま
た
武
帝
に
よ
っ
て
儒
学
が
振
興
し
た
と
い
う
、

皇
帝
の
影
響
力
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、「
移
書
」
で
は
各
々
の
皇
帝
の
志
向
に
は
言
及
せ
ず
に
、
い
か
に
し
て
経
典
に
関
わ
っ
て
き
た
か
が
書
か
れ
る

の
み
で
あ
る
。
後
者
は
経
典
の
学
習
に
お
け
る
皇
帝
の
貢
献
を
そ
れ
ほ
ど
認
め
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
両
書
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

前
者
が
描
く
の
は
、
皇
帝
の
統
治
と
い
う
制
限
下
で
の
儒
学
の
振
興
の
様
子
で
あ
り
、
そ
れ
は
司
馬
遷
が
認
知
し
た
歴
史
で
あ
り
現
実
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
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後
者
で
は
皇
帝
の
力
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
に
正
当
な
経
典
が
存
在
し
、
皇
帝
は
学
術
の
進
展
に
対
し
て
限
定
的
な
寄
与
を
す
る
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
経
典
が

現
実
よ
り
も
上
位
に
あ
る
の
が
「
移
書
」
の
仮
想
す
る
世
界
で
あ
る
と
言
え
る
。「
移
書
」
は
、
経
典
を
現
実
の
中
に
位
置
付
け
る
の
で
は
な
く
、
経
典
を
皇
帝

の
軛
か
ら
離
れ
た
所
に
置
い
た
。
そ
の
よ
う
な
仮
想
が
意
図
的
に
行
わ
れ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
古
文
が
公
的
な
場
で
読
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う

現
実
を
超
越
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
経
典
を
絶
対
化
す
る
た
め
に
、
皇
帝
の
権
威
か
ら
絶
対
性
を
奪
っ
て
い
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

二
、「
移
書
」
の
描
く
『
史
記
』
以
降

　

本
節
で
は
、
儒
林
列
伝
と
共
通
す
る
時
代
以
降
の
叙
述
に
つ
い
て
扱
う
が
、
前
節
で
明
ら
か
に
な
っ
た
特
徴
で
あ
る
皇
帝
と
経
典
の
関
係
性
を
中
心
に
考
察
す

る
。

　
「
移
書
」
は
、
武
帝
の
事
に
続
い
て
壁
中
書
の
こ
と
を
記
す
。

　
　

�

及
魯
恭
王
壊
孔
子
宅
、
欲
以
為
宮
、
而
得
古
文
於
壊
壁
之
中
、
逸
礼
有
三
十
九
、
書
十
六
篇
。
天
漢
之
後
、
孔
安
国
献
之
、
遭
巫
蠱
倉
卒
之
難
、
未
及
施
行
。

及
春
秋
左
氏
丘
明
所
修
、
皆
古
文
旧
書
、
多
者
二
十
余
通
、
臧
於
秘
府
、
伏
而
未
発
。（
魯
の
恭
王
が
孔
子
の
宅
を
壊
し
て
宮
城
を
造
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

壊
れ
た
壁
か
ら
古
い
字
体
の
文
書
が
見
つ
か
り
、『
礼
』
の
逸
篇
三
十
九
と
『
書
』
十
六
篇
―
―
天
漢
以
後
、
孔
安
国（
（1
（

が
こ
れ
を
献
上
し
た
が
、
巫
蠱
の
騒

動
に
あ
っ
て
、
施
行
さ
れ
な
か
っ
た
―
―
、
そ
れ
か
ら
丘
明
が
編
集
し
た
『
春
秋
左
氏
』
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
古
い
字
体
で
書
か
れ
た
古
書
で
、
多
い
も
の

で
二
十
余
り（
（1
（

、
秘
府
に
死
蔵
さ
れ
て
表
に
出
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。）

こ
の
文
章
は
、「
移
書
」
が
続
い
て
叙
述
す
る
成
帝
の
校
書
事
業
で
発
見
さ
れ
た
古
文
経
典
の
出
自
を
言
う
た
め
に
こ
こ
に
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
壁
中

書
は
武
帝
と
は
何
ら
の
関
り
も
な
く
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
秘
府
に
死
蔵
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
武
帝
の
嘆
き
に
感
応
し
て
現
れ
た

と
仮
定
し
て
も
、
皇
帝
の
限
界
を
示
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
古
書
に
対
す
る
「
移
書
」
の
理
解
は
、
前
節
で
の
読
解
を
踏
ま
え
る
と
、
焚
書
以
前

の
遥
か
昔
か
ら
す
で
に
読
ま
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
経
典
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
「
移
書
」は
後
半
部
分
に
お
い
て
も
、武
帝
以
降
の
全
て
の
皇
帝
を
述
べ
る
こ
と
は
し
な
い
。こ
こ
で
記
述
が
武
帝
か
ら
成
帝
の
代
に
飛
ぶ
の
で
あ
る
が
、宣
帝
、

元
帝
に
は
経
典
に
対
す
る
功
績
や
貢
献
と
し
て
書
く
べ
き
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
書
か
な
い

0

0

0

0

こ
と
に
よ
っ
て
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
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に
、
こ
の
う
ち
、
宣
帝
の
名
は
下
文
に
遅
れ
て
登
場
す
る
の
だ
が
、
歴
代
と
し
て
位
置
す
べ
き
成
帝
よ
り
前
に
書
か
れ
な
い
こ
と
に
も
留
意
さ
れ
た
い
。

　

さ
て
、
成
帝
の
時
に
は
い
よ
い
よ
古
文
が
公
に
姿
を
現
す
。
皇
帝
が
そ
の
出
現
を
促
し
た
の
だ
が
、
同
時
に
皇
帝
の
力
の
限
界
を
も
示
し
た
。

　
　

�
孝
成
皇
帝
閔
学
残
文
缺
、
稍
離
其
真
、
乃
陳
発
秘
臧
、
校
理
旧
文
、
得
此
三
事
、
以
考
学
官
所
伝
、
経
或
脱
簡
、
伝
或
間
編
。
伝
問
民
間
、
則
有
魯
国
桓
公
・

趙
国
貫
公
・
膠
東
庸
生
之
遺
学
与
此
同
、
抑
而
未
施
。
此
乃
有
識
者
之
所
惜
閔
、
士
君
子
之
所
嗟
痛
也
。（
孝
成
皇
帝
は
学
術
や
文
献
が
欠
落
し
、
本
来
の

姿
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
を
憂
い
、
そ
こ
で
秘
臧
を
開
い
て
、
古
文
書
を
整
理
し
、
こ
の
三
件
を
見
つ
け
、
学
官
で
伝
授
し
て
い
る
も
の
を
調
べ
る
と
、
経

に
は
脱
簡
が
あ
り
、
伝
は
錯
綜
す
る
も
の
が
あ
る
。
民
間
に
探
し
求
め
る
と
、
魯
国
桓
公
、
趙
国
貫
公
、
膠
東
庸
生
の
遺
学
が
こ
れ
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、

抑
え
つ
け
ら
れ
て
施
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
識
者
が
哀
れ
み
、
士
君
子
が
悲
し
む
も
の
で
あ
る
。）

ま
ず
、
成
帝
の
働
き
は
「
秘
臧
を
陳
発
し
、
旧
文
を
校
理
」
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
三
事
」
の
発
見
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
三
事
」
は
上
述
の
「
礼
」

「
書
」「
春
秋
」
の
こ
と
を
言
う
。
ま
た
、
こ
の
「
三
事
」
を
学
官
の
テ
キ
ス
ト
と
比
べ
る
と
、
学
官
の
テ
キ
ス
ト
の
脱
簡
等
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
か
え
っ
て
、
民
間
に
伝
わ
る
三
種
の
遺
学
が
同
じ
で
あ
っ
た
と
す
る（
（2
（

。
し
か
し
、
こ
の
遺
学
は
「
抑
へ
ら
れ
て
未
だ
施
さ
れ
ず
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
こ

の
状
況
が
成
帝
の
時
の
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
以
前
の
こ
と
も
含
め
て
言
う
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
成
帝
の
時
に
も
学
官
に
立
て
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、

成
帝
は
そ
れ
以
上
の
貢
献
を
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
皇
帝
は
古
文
テ
キ
ス
ト
を
学
官
に
立
て
る
と
い
う
形
で
公
的
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
な

い
。
そ
れ
が
な
ぜ
な
の
か
は
、「
抑
へ
ら
れ
て
施
さ
れ
ず
」
と
書
か
れ
る
だ
け
で
、
明
確
で
は
な
い
。
下
文
に
「
往
者
綴
学
の
士
、（
中
略
）
此
の
三
学
を
抑
へ
、

尚
書
を
以
て
備
ふ
る
と
為
し
、
左
氏
を
謂
ひ
て
春
秋
を
伝
へ
ず
と
為
す
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
現
行
テ
キ
ス
ト
に
問
題
が
な
い
（『
尚
書
』）、
あ
る
い
は
古
文

テ
キ
ス
ト
に
疑
問
が
あ
る
（『
左
氏
春
秋
』）、
と
い
う
個
々
の
事
情
に
応
じ
て
判
断
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
礼
」
が
な
ぜ
「
抑
」
さ
れ
た
の
か
は
書
か
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
劉
歆
は
父
の
劉
向
と
と
も
に
こ
の
校
書
事
業
に
携
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
叙
述
以
降
の
内
容
は
劉
歆
の
実
体
験
に
基
づ
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で

「
移
書
」
で
は
皇
帝
に
制
御
さ
れ
な
い
経
典
の
存
在
を
仮
想
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
こ
か
ら
は
現
実
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
移
書
」

の
目
的
は
、
現
実
と
し
て
学
官
に
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
を
立
て
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
考
察
す
べ
き
こ
と
は
、「
移
書
」
が
現
実
を
い
か
に
描
い
て
い
る
の
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
ず
、「
移
書
」
に
お
い
て
正
当
な
経
典
で
あ
る
壁
中
書
や
遺
学
に
つ
い
て
考
え
る
。
三
つ
の
書
物
と
同
じ
で
あ
っ
た
民
間
の
遺
学
は
、
そ
れ
以
上
の
詳
細
な

情
報
を
記
さ
な
い
の
で
あ
る
が
、
恵
帝
の
名
と
と
も
に
特
記
さ
れ
た
挟
書
律
の
解
除
に
よ
っ
て
存
在
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、



劉
歆
「
移
書
譲
太
常
博
士
」
に
お
け
る
学
術

三
九

そ
れ
は
公
的
に
読
ま
れ
な
い
ま
ま
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
「
有
識
者
」
や
「
士
君
子
」
の
立
場
を
借
り
て
嘆
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
有
識
者
」「
士
君
子
」

は
特
定
の
人
物
を
指
す
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
は
劉
歆
以
前
に
そ
の
よ
う
な
嘆
き
を
表
明
し
た
者
が
い
な
い
た
め
、「
惜
閔
」「
嗟
痛
」
す
る
人
物
を
虚
構
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
正
当
な
経
典
が
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
を
惜
し
む
の
は
自
分
た
ち
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
経
典
の
系
譜
、
継
承
過
程
に

は
触
れ
ら
れ
な
い
。
民
間
の
三
事
を
「
遺
学
」
と
称
し
、
そ
れ
を
伝
え
た
人
物
名
を
挙
げ
る
が
、
伝
承
関
係
を
言
わ
な
い
の
も
、
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
が
も
つ
価

値
を
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、「
移
書
」
の
特
徴
と
し
て
、『
史
記
』
儒
林
列
伝
の
よ
う
に
学
術
の
師
承
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
い

な
い
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
実
際
に
テ
キ
ス
ト
の
師
承
が
未
詳
で
あ
っ
た
可
能
性
も
高
い
が
、「
移
書
」
で
は
師
承
を
必
要
と
し
て
い
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
学
術
の
師
承
、
継
続
性
を
そ
の
正
当
性
の
拠
り
所
と
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
移
書
」
に
お
い
て
、
テ
キ
ス
ト
の
正
当
性
は
、

そ
の
テ
キ
ス
ト
自
体
が
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
皇
帝
の
裁
可
を
欠
く
場
で
、「
移
書
」
が
経
典
の
正
当
性
を
主
張
す
る
た
め
に
取
っ
た
方
策
は
、
現
実
の
学
術
批
判
で
あ
る
。
学
者
側
に
状
況
判
断

力
や
読
解
力
が
な
い
と
い
う
学
術
的
な
問
題
と
、
保
守
的
、
無
見
識
、
利
己
的
、
付
和
雷
同
と
い
っ
た
人
間
性
の
問
題
が
攻
撃
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。
同
時
代
の
学
者
を

批
判
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
武
帝
期
に
議
論
さ
れ
た
封
禪
に
も
言
及
し
て
い
る
の
で
、
歴
代
の
学
者
、
つ
ま
り
は
学
官
に
立
て
ら
れ
た
経
典
を
学
ん
で
き
た

者
一
般
を
批
判
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
注
目
す
べ
き
は
、「
口
説
を
信
じ
て
伝
記
に
背
き
、
末
師
を
是
と
し
て
往
古
を
非
と
す
」
と
い
う
批
判
で
あ
る
。

「
口
説
」
は
師
承
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
学
説
で
あ
る
が
、
書
か
れ
た
「
伝
記
」
は
師
が
い
な
く
と
も
学
べ
る
。
そ
し
て
、
学
術
の
衰
退
し
て
い
た
時
代
の
「
末
師
」

で
は
な
く
、「
帝
王
の
道
」
が
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
「
往
古
」
を
肯
定
し
て
い
る
。
前
節
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
移
書
」
で
は
学
術
は
個
人
に

よ
っ
て
連
綿
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
が
伝
え
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
内
山
直
樹
氏
は
、「
口
説
」「
伝
記
」
に
つ
い
て
論

じ
た
上
で
、「
前
漢
末
期
に
あ
ら
わ
れ
た
「
伝
記
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
般
的
な
意
味
で
は
経
解
の
類
の
総
称
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
、
こ
の
時
期
の
春
秋
学
に

お
け
る
左
氏
顕
彰
の
動
き
の
な
か
で
、「
口
説
」
な
ら
ぬ
書
か
れ
た
も
の
、
ま
た
「
空
言
」
な
ら
ぬ
事
実
を
記
し
た
も
の
と
い
う
特
別
な
価
値
を
も
負
わ
さ
れ
た

概
念
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る（
（2
（

。
本
稿
で
は
、「
移
書
」
に
お
け
る
「
伝
記
」
の
用
語
を
春
秋
学
上
に
限
定
せ
ず
、
継
承
と
い
う
価
値
を
等
閑
視
し
た
語
で
あ

る
と
捉
え
て
お
く
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
移
書
」
に
お
い
て
は
経
典
の
正
当
性
は
師
承
で
は
な
く
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
に
求
め
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
公
的
な
テ
キ
ス
ト
が
有
す
る

問
題
点
や
そ
れ
を
読
む
側
の
手
法
が
糾
弾
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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次
い
で
、「
移
書
」
で
は
今
上
で
あ
る
哀
帝
は
、
皇
帝
と
し
て
古
文
経
典
を
立
て
る
た
め
の
働
き
か
け
を
行
う（
（2
（

。
劉
歆
伝
で
は
、
古
文
を
学
官
に
立
て
る
こ
と

に
関
し
て
は
劉
歆
か
ら
哀
帝
に
働
き
か
け
た
よ
う
な
文
脈
と
な
っ
て
お
り（
（2
（

、
哀
帝
自
身
の
意
向
は
窺
え
な
い
。「
移
書
」
で
は
、
哀
帝
自
ら
が
学
術
の
現
状
を
憂

い
て
、「
廃
遺
を
得
ん
こ
と
を
冀
ふ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
皇
帝
が
主
体
的
に
「
廃
遺
」
さ
れ
た
も
の
の
、
す
な
わ
ち
劉
歆
等
が
主
訴
す
る
経
典
の
価

値
を
認
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。「
移
書
」
は
哀
帝
の
心
情
を
脚
色
し
て
い
る
と
疑
わ
れ
る
が
、
古
文
経
典
と
は
皇
帝
が
積
極
的
に
認
め
う
る
も
の
で
あ
る
と
い

う
観
点
か
ら
絶
対
性
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
、
皇
帝
の
働
き
か
け
の
結
果
は
、
成
帝
の
時
に
同
じ
く
学
者
の
反
対
で
あ
る（
（2
（

。「
移
書
」
は
、
そ
の
よ
う
な
学
者
の
態
度
を
批
判
す
る
中
で
、「
且
つ
此
の

数
家
の
事
は
、
皆
先
帝
の
親
ら
論
ず
る
所
、
今
上
の
考
視
す
る
所
」
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
、
経
典
の
正
当
性
を
訴
え
る
主
張
の
拠
り
所
と
し
て
、
先
帝
と
今
上

帝
の
態
度
を
援
用
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
先
に
、「
移
書
」
に
お
い
て
経
典
は
皇
帝
の
力
を
超
越
し
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
こ
こ
に
は
絶
対
者
で
あ
る

皇
帝
の
権
威
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
現
実
が
露
見
し
て
い
る
。

　
「
移
書
」
の
構
想
は
、
こ
こ
に
至
っ
て
行
き
詰
ま
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。『
史
記
』
儒
林
列
伝
は
、
武
帝
が
五
経
博
士
を
置
い
た
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
、
そ
こ

か
ら
過
去
を
司
馬
遷
の
目
で
振
り
返
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
学
術
が
皇
帝
と
い
う
軛
と
と
も
に
あ
る
と
い
う
現
実
が
あ
っ
た
。「
移
書
」
は
、
そ
の
軛

が
常
態
化
し
た
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
皇
帝
の
眼
前
に
表
れ
な
か
っ
た
経
典
の
た
め
に
、
皇
帝
の
力
の
圏
外
に
あ
る
と
い
う
仮
想
を
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
現
実
と
し
て
問
題
の
解
決
に
は
皇
帝
の
認
可
を
必
要
と
す
る
た
め
、
そ
の
仮
想
を
現
実
に
接
続
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
接
続
を
図
る
た
め
に
有
効

な
理
論
は
得
ら
れ
ず
、
結
局
は
、
現
状
批
判
に
帰
結
せ
ざ
る
を
得
な
い
。「
移
書
」
は
、
皇
帝
の
力
の
及
ぶ
範
囲
の
内
外
を
設
定
し
た
た
め
に
、
本
来
は
想
定
し

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
皇
帝
権
力
の
限
界
を
書
き
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
移
書
」
は
、
こ
う
し
て
皇
帝
に
は
作
者
の
望
む
所
の
学
術
を
振
興
さ
せ
る
力
の
な
い
こ
と
を
描
い
て
し
ま
っ
た
が
、
最
後
に
具
体
例
を
挙
げ
て
皇
帝
の
行
為

の
矮
小
化
を
行
う
。

　
　

�

往
者
博
士
書
有
欧
陽
、
春
秋
公
羊
、
易
則
施
・
孟
、
然
孝
宣
皇
帝
猶
復
広
立
穀
梁
春
秋
、
梁
丘
易
、
大
小
夏
侯
尚
書
、
義
雖
相
反
、
猶
並
置
之
。
何
則
。
与

其
過
而
廃
之
也
、
寧
過
而
立
之
。
伝
曰
「
文
武
之
道
未
墜
於
地
、
在
人
。
賢
者
志
其
大
者
、
不
賢
者
志
其
小
者
。」
今
此
数
家
之
言
所
以
兼
包
大
小
之
義
、

豈
可
偏
絶
哉
。
若
必
専
己
守
残
、
党
同
門
、
妬
道
真
、
違
明
詔
、
失
聖
意
、
以
陥
於
文
吏
之
議
、
甚
為
二
三
君
子
不
取
也
。（
昔
、
博
士
に
は
『
書
』
に
欧
陽
、

『
春
秋
』
は
公
羊
、『
易
』
は
施
・
孟
が
い
ま
し
た
が
、
孝
宣
皇
帝
は
そ
れ
で
も
穀
梁
春
秋
・
梁
丘
易
・
大
小
夏
侯
尚
書
を
立
て
、
義
が
食
い
違
っ
て
い
て
も
、
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こ
れ
ら
を
併
存
し
ま
し
た
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。
間
違
っ
て
廃
止
す
る
よ
り
は
、
間
違
っ
て
立
て
た
方
が
よ
い
か
ら
で
す
。『
伝
』
に
「
文
武
の
道
未

だ
地
に
墜
ち
ず
、
人
に
在
り
。
賢
者
の
志
は
其
の
大
な
る
者
、
賢
な
ら
ざ
る
者
の
志
は
其
の
小
な
る
者
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
数
家
の
言
は
大
小

の
義
を
併
存
す
る
も
の
で
す
、
ど
ち
ら
か
に
偏
っ
て
も
う
一
方
を
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
自
説
だ
け
を
見
て
残
骸
を
守
り
、
同
門
と
固
ま
り
、

真
実
の
道
理
を
妬
み
、
明
詔
に
違
反
し
、
聖
意
を
失
っ
て
、
役
人
の
議
に
陥
る
よ
う
な
こ
と
は
、
君
子
た
ち
の
た
め
に
取
る
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
。）

現
実
と
し
て
の
博
士
制
度
に
言
及
す
る
が
、
こ
こ
に
於
い
て
、
上
文
で
は
言
及
し
な
か
っ
た
宣
帝
の
事
例
を
挙
げ
る
。
こ
の
宣
帝
の
行
動
は
、「
移
書
」
が
本
来

求
め
て
い
る
よ
う
な
皇
帝
の
決
断
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
叙
述
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
学
官
増
設
に
対
す
る
消
極
的
評
価
で
あ
る
が
、
時
系
列
上
に
宣

帝
の
事
績
を
挙
げ
な
い
の
は
、
そ
れ
を
認
め
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
と
言
え
る
。
宣
帝
に
よ
る
増
設
は
、「
其
の
過
ち
て
之
を
廃
せ
ん
よ
り
は
、
寧
ろ
過
ち
て
之

を
立
て
ん
」、
つ
ま
り
経
典
に
対
す
る
相
対
的
評
価
に
基
づ
く
行
為
に
過
ぎ
ず
、
絶
対
的
評
価
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
『
伝（
（2
（

』
を
引
い
て
、「
大
小
の
義
」

に
言
及
す
る
。「
移
書
」
を
読
ん
だ
人
々
は
、「
大
」
が
古
文
で
「
小
」
が
今
文
を
指
す
こ
と
を
察
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
「
移
書
」
に
対
し
て
、
的
確
な
反
論
を
し
た
と
言
え
る
の
が
大
司
空
で
あ
っ
た
儒
者
師
丹
で
あ
る
。『
漢
書
』
劉
歆
伝
が
叙
述
す
る
の
は
そ
の
一
部
で
あ

ろ
う
が
、
師
丹
が
上
奏
し
た
「
歆
は
旧
章
を
改
乱
し
、
先
帝
の
立
つ
る
所
を
非
毀
す
」
と
い
う
意
見
は
、『
史
記
』
儒
林
列
伝
に
表
れ
て
い
た
よ
う
な
、
学
術
そ

の
も
の
が
皇
帝
と
い
う
軛
と
と
も
に
あ
る
と
い
う
現
実
理
解
の
同
一
線
上
に
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、「
移
書
」
は
、
経
典
が
皇
帝
の
統
制
能
力
の
外
に
あ
る
と
い
う
絶
対
性
を
設
定
し
た
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
に
接
合
す
る
段
階
で
の
課
題
も
生

じ
た
。
同
じ
仮
想
を
共
有
し
え
な
い
学
者
相
手
に
取
っ
た
の
は
、
相
手
の
批
判
で
し
か
な
か
っ
た
。
一
部
で
は
皇
帝
の
権
威
を
持
ち
出
し
た
り
、
学
者
と
し
て
の

良
心
に
訴
え
た
り
と
、
複
数
の
観
点
を
併
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
経
典
の
絶
対
性
と
い
う
観
念
が
「
移
書
」
の
作
者
に
特
有
の
も
の
で
あ
っ
て
他
者
と
共
有
さ

れ
て
い
な
い
か
ら
と
言
え
る
。
そ
し
て
ま
た
、「
移
書
」
は
当
時
に
あ
っ
て
急
進
的
な
思
想
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

劉
歆
が
「
移
書
」
を
書
き
送
っ
た
結
果
と
し
て
身
の
危
険
を
感
じ
た
の
は
、「
移
書
」
が
皇
帝
批
判
の
書
と
み
な
し
う
る
急
進
性
に
気
づ
い
た
か
ら
で
は
な
か

ろ
う
か
。
哀
帝
は
劉
歆
の
態
度
に
理
解
を
示
し
た
が（
（2
（

、「
移
書
」
自
体
が
上
奏
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ど
の
程
度
内
容
を
知
っ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

経
典
の
絶
対
性
を
信
じ
て
い
る
身
に
は
「
移
書
」
の
内
容
に
疑
問
は
生
じ
な
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
現
実
主
義
者
に
は
容
易
に
判
断
が
つ
い
た
で
あ
ろ
う
。
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結
語

　

こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
現
実
に
立
脚
し
て
書
か
れ
た
『
史
記
』
儒
林
列
伝
と
の
対
比
に
よ
り
、「
移
書
」
が
皇
帝

の
統
制
下
に
な
い
と
こ
ろ
に
古
文
経
典
の
存
在
を
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。「
移
書
」
に
お
い
て
経
典
は
、
皇
帝
の
力
で
は
学
官
に
立
て
る
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
。
そ
し
て
、
公
的
な
場
に
あ
る
テ
キ
ス
ト
は
完
全
な
も
の
で
は
な
く
、
正
し
く
読
ま
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。『
史
記
』

儒
林
列
伝
と
の
違
い
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
太
初
年
間
頃
ま
で
に
は
古
文
の
テ
キ
ス
ト
が
流
布
し
て
い
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
劉
歆
は
今
文
古
文
の
両
方
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
事
柄
で
は
な
い
。
学
術
の
現
状
と
そ
こ
に
至
る
過
程
の
と
ら
え
方
、
学
術
観
が
全
く
異
な
る
の
で
あ
る
。
両
者
の

論
述
対
象
が
異
な
る
こ
と
を
最
初
に
確
認
し
た
が
、
人
物
と
テ
キ
ス
ト
と
い
う
学
術
を
担
う
主
体
の
ど
ち
ら
を
重
ん
じ
る
か
と
い
う
評
価
で
も
あ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　
「
移
書
」
に
内
在
し
て
い
る
の
は
、
単
純
な
尚
古
思
想
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
実
際
に
は
皇
帝
の
統
制
下
に
あ
り
な
が
ら
も
、
仮
想
上
は
そ
の
統
制
を
超
え

た
絶
対
的
な
存
在
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が
「
移
書
」
の
経
典
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
仮
想
は
、
現
実
と
の
融
合
を
図
っ
た
時
に
衝
突
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
学
官
や
博
士
は
公
的
な
存
在
で
あ
る
以
上
、
増
設
に
は
現
実
的
な
手
続
き
が
必
要
に
な
る
。
皇
帝
を
超
越
し
て
い
る
と
い
う
理
念
が
、
皇
帝
を
絶
対
視

す
る
現
実
に
立
脚
す
る
学
者
と
の
間
で
共
有
さ
れ
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。「
移
書
」
は
、
現
実
の
上
に
仮
想
し
た
学
術
観
を
現
実
に
接
続
さ
せ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
統
合
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。「
移
書
」
が
博
士
を
置
く
、
学
官
に
立
て
る
と
い
う
公
的
認
可
を
求
め
て
い
る
点
で
、
す
で
に
学
術
に
対
す

る
皇
帝
の
軛
の
存
在
を
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
移
書
」
の
限
界
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

注（
1
）�

名
称
は
『
文
選
』
に
従
う
が
、
本
稿
で
は
『
漢
書
』
本
伝
所
収
の
文
章
を
論
述
の
対
象
と
す
る
。
な
お
、
厳
可
均
『
全
漢
文
』
は
『
文
選
』
に
同
じ
名
と
し
、
高
歩
瀛
『
両
漢
文
挙
要
』

（
陳
新
点
校
、
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
）
は
「
移
譲
太
常
博
士
書
」
と
称
す
る
。

（
2
）�

伝
統
的
に
は
、
周
予
同
「
経
今
古
文
学
」
に
、「
古
文
学
家
の
説
に
よ
れ
ば
、
劉
歆
は
古
書
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
に
散
逸
し
た
も
の
を
網
羅
し
、
儒
家
の
経
伝
を
完
備
さ
せ
て
い
っ
た
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の
で
あ
り
、
誠
に
孔
学
の
功
臣
で
あ
る
。（
略
）
し
か
し
今
文
学
家
の
説
に
よ
れ
ば
、
劉
歆
は
群
経
を
偽
造
し
て
孔
統
を
奪
お
う
と
し
、
莽
新
が
漢
室
を
盗
み
取
る
た
め
の
道
具
と
し
た

の
で
あ
り
、
誠
に
孔
学
の
元
凶
で
あ
る
」（
朱
維
錚
編
『
周
予
同
経
学
史
論
著
選
集
〔
増
訂
版
〕』
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
一
一
頁
）
と
言
う
よ
う
に
、
今
文
学
、
古
文
学

と
い
う
立
場
に
よ
る
相
違
が
あ
る
。
近
年
で
は
、
客
観
的
に
テ
キ
ス
ト
の
優
劣
を
論
じ
た
と
捉
え
る
傾
向
に
あ
る
（
楊
新
賓
『《
漢
書
・
藝
文
志
》
与
漢
代
学
術
形
態
』
燕
山
大
学
出
版

社
、
二
〇
一
八
年
、
一
〇
九
～
一
一
一
頁
他
）。

（
3
）�

劉
巍
「
読
劉
歆
《
移
書
譲
太
常
博
士
》
―
―
漢
代
経
学
〝
古
文
〟
争
議
縁
起
及
相
関
経
学
史
論
題
探
」（『
社
会
科
学
研
究
』
二
〇
一
二
年
四
期
）
は
、「
移
書
」
が
立
て
よ
う
と
す
る
「
古

文
」
を
孔
子
壁
中
書
と
み
な
し
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
が
持
つ
神
聖
性
、
完
全
性
、
権
威
性
が
主
訴
の
基
づ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
本
稿
は
、
古
文
テ
キ
ス
ト
の
同
定
は

困
難
で
あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
他
の
方
法
を
選
択
し
た
。

（
4
）�『
漢
書
』
に
お
け
る
「
移
書
」
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
別
稿
（
未
刊
）
を
用
意
す
る
。

（
5
）�『
目
録
学
発
微
』（
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
一
年
）
六
〇
～
六
三
頁
。

（
6
）�『
儒
学
の
か
た
ち
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）
一
七
三
頁
。

（
7
）�

銭
穆
「
劉
向
歆
父
子
年
譜
」（『
両
漢
経
学
今
古
文
平
義
』
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
一
年
）
に
よ
る
。

（
8
）�

し
か
し
、「
移
書
」
は
「
毛
詩
」
に
触
れ
な
い
。

（
9
）�

以
下
、『
史
記
』
の
本
文
は
中
華
書
局
点
校
本
二
十
四
史
修
訂
本
（
二
〇
一
四
年
）
に
よ
り
、『
漢
書
』
本
文
は
同
点
校
本
二
十
四
史
（
一
九
六
二
年
）
に
よ
る
。
な
お
、
各
種
注
釈
、

校
勘
記
を
参
照
し
て
一
部
文
字
を
改
め
て
い
る
が
、
紙
数
の
都
合
上
注
記
は
割
愛
す
る
。

（
10
）��

藤
田
勝
久
氏
は
『
史
記
』
呂
后
本
紀
と
『
漢
書
』
恵
帝
紀
の
同
時
期
の
紀
年
記
事
を
比
較
し
、「『
漢
書
』
恵
帝
紀
の
素
材
が
、『
史
記
』
と
異
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
言
う
（『
史

記
秦
漢
史
の
研
究
』〔
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
年
〕
第
八
章
『
史
記
』
呂
后
本
紀
の
歴
史
観
、
四
五
四
頁
）。

（
11
）�

仮
に
後
者
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
儒
林
列
伝
に
お
い
て
は
秦
漢
の
際
も
諸
儒
た
ち
が
口
伝
え
で
遺
し
て
き
た
た
め
、
書
物
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
学
術
が
断
絶
し
な
か
っ
た
と
考
え
て
い

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、『
史
記
』
が
言
及
し
な
い
の
は
特
に
意
義
を
認
め
て
い
な
い
か
ら
と
な
る
。
な
お
、
柴
田
昇
「『
史
記
』
呂
太
后
本
紀
考
」（『
愛
知
江
南
短
期
大
学
紀
要
』

四
七
、二
〇
一
八
年
）
は
、「『
史
記
』
が
こ
の
時
期
に
関
し
て
政
策
的
記
事
を
ほ
と
ん
ど
記
さ
な
い
の
は
、
恵
帝
の
非
政
治
的
性
格
の
強
調
と
い
う
呂
太
后
本
紀
の
編
纂
方
針
に
よ
る
も

の
だ
ろ
う
」
と
言
う
（
六
二
頁
）。

（
12
）�『
史
記
』
暦
書
、
太
初
改
暦
〔
前
一
〇
四
〕
時
の
詔
書
に
「
書
缺
楽
弛
、
朕
甚
閔
焉
」
と
あ
る
。
な
お
、『
漢
書
』
で
は
武
帝
紀
・
元
朔
五
年
〔
前
一
二
四
〕
の
詔
に
「
今
礼
壊
楽
崩
、



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
九
巻
（
二
〇
二
一
年
）

四
四

朕
甚
閔
焉
」
と
見
え
る
。「
移
書
」
で
は
、
建
元
年
間
以
降
の
経
典
や
礼
楽
の
状
況
を
嘆
く
と
い
う
文
脈
に
な
っ
て
い
る
。

（
13
）�
本
篇
の
他
、
郊
祀
志
下
・
賛
「
唯
一
叔
孫
生
略
定
朝
廷
之
儀
」
と
あ
る
。

（
14
）�「
孝
文
帝
時
、
欲
求
能
治
尚
書
者
、
天
下
無
有
、
乃
聞
伏
生
能
治
、
欲
召
之
。
是
時
伏
生
年
九
十
余
、
老
、
不
能
行
、
於
是
乃
詔
太
常
使
掌
故
朝
錯
往
受
之
。」

（
15
）�

た
だ
し
、『
漢
書
』
芸
文
志
に
は
賈
誼
の
左
氏
伝
訓
故
な
る
書
物
は
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
佚
文
も
現
在
ま
で
伝
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
張
蒼
の
左
伝
訓
も
同
様
で
あ
る
。
校
書
時
に

は
既
に
実
物
は
存
在
せ
ず
、
そ
の
よ
う
な
伝
承
だ
け
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
内
山
直
樹
「
伝
記
と
口
説
―
―
漢
代
春
秋
学
へ
の
一
視
点
―
―
」（『
中
国
文
化
』
第
七
一
号
、

二
〇
一
三
年
）
は
、
こ
の
『
漢
書
』
儒
林
伝
の
記
載
が
「
移
書
」
の
認
識
と
一
致
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
16
）�

儒
者
と
し
て
の
賈
誼
に
つ
い
て
は
、
そ
の
『
新
書
』
の
真
偽
問
題
と
併
せ
て
論
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
別
稿
で
論
じ
た
い
。

（
17
）�

太
史
公
自
序
今
上
本
紀
篇
目
に
も
「
漢
興
五
世
」
と
あ
り
、
こ
の
区
分
は
『
史
記
』
に
お
い
て
歴
然
と
し
て
い
る
。

（
18
）�

時
間
的
に
孔
安
国
で
は
な
く
「
孔
安
国
の
家
」
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
本
文
を
尊
重
し
て
お
く
。
注
（
1
）
高
氏
前
掲
書
等
参
照
。

（
19
）�「
多
者
二
十
余
通
」
が
何
を
指
す
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

（
20
）�「
魯
国
桓
公
」
は
、「
移
書
」『
文
選
』
李
善
注
に
「
七
略
曰
、
礼
家
，
先
魯
有
桓
生
，
説
経
頗
異
」
と
あ
る
の
に
拠
れ
ば
、
礼
で
あ
る
。「
趙
国
貫
公
」
に
つ
い
て
は
、『
漢
書
』
儒
林
伝

に
賈
誼
か
ら
「
左
氏
伝
訓
故
」
を
伝
授
さ
れ
た
「
趙
人
貫
公
」
が
見
え
る
。「
膠
東
庸
生
」
は
、『
漢
書
』
儒
林
伝
の
古
文
尚
書
の
伝
授
に
見
え
る
。

（
21
）�「
往
者
綴
学
之
士
不
思
廃
絶
之
闕
、
苟
因
陋
就
寡
、
分
文
析
字
、
煩
言
碎
辞
、
学
者
罷
老
且
不
能
究
其
一
芸
。
信
口
説
而
背
伝
記
、
是
末
師
而
非
往
古
、
至
於
国
家
将
有
大
事
若
立
辟
雍

封
禪
巡
狩
之
儀
、
則
幽
冥
而
莫
知
其
原
。
猶
欲
保
残
守
缺
、
挟
恐
見
破
之
私
意
、
而
無
従
善
服
義
之
公
心
、
或
懐
妬
嫉
、
不
考
情
実
、
雷
同
相
従
、
随
声
是
非
。」

（
22
）�

注
（
15
）
前
掲
論
文
、
一
〇
～
一
一
頁
。

（
23
）�「
今
聖
上
徳
通
神
明
、
継
統
揚
業
、
亦
閔
文
学
錯
乱
、
学
士
若
茲
、
雖
昭
其
情
、
猶
依
違
謙
讓
、
楽
与
士
君
子
同
之
。
故
下
明
詔
、
試
左
氏
可
立
不
、
遣
近
臣
奉
指
銜
命
、
将
以
輔
弱
扶

微
、
与
二
三
君
子
比
意
同
力
、
冀
得
廃
遺
。」

（
24
）�「
及
歆
親
近
、
欲
建
立
左
氏
春
秋
及
毛
詩
・
逸
礼
・
古
文
尚
書
皆
列
於
学
官
。
哀
帝
令
歆
与
五
経
博
士
講
論
其
義
云
々
。」

（
25
）�「
今
則
不
然
、
深
閉
固
距
、
而
不
肯
試
、
猥
以
不
誦
絶
之
、
欲
以
杜
塞
余
道
、
絶
滅
微
学
。」

（
26
）�

現
行
本
で
は
『
論
語
』
子
張
篇
に
見
え
る
。

（
27
）�

劉
歆
伝
「
上
曰
、
歆
欲
広
道
術
、
亦
何
以
為
非
毀
哉
。」


